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同
窓
会
長
を
辞
す
る
に
あ
た
り
、

校
友
の
皆
様
と
関
係
者
の
方
々
、
そ

し
て
何
よ
り
も
地
域
の
皆
様
方
に
心

か
ら
の
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
長
を
お
引
き
受
け
し
た
時

の
、
一
人
の
先
輩
の
言
葉
が
今
で
も

記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
津
名
高
校
を
船
に
例
え
て
言
え

ば
、
貴
女
は
船
長
、
立
派
な
船
と
船

員
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。」

　

確
か
に
そ
う
で
し
た
。

　

し
か
し
、
百
周
年
は
想
定
の
範
囲

内
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

想
定
外
で
し
た
。
船
は
荒
海
に
漕
ぎ

出
し
、
多
く
の
方
々
に
助
け
ら
れ
、

3
期
目
の
任
期
を
満
了
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
重
ね
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
な
り
に
会
長
職
の
総
括

を
い
た
し
ま
す
と
、
①
百
周
年
記
念

事
業
、
②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
③

ク
ラ
ブ
活
動
支
援
の
3
つ
に
集
約
さ

れ
ま
す
。

①�
百
周
年
記
念
事
業
で
は
、
ム
ー
ド

作
り
と
し
て
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
の
開

催
、
組
織
の
強
化
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
建
造
、
同
窓
会
館
の
活
性
化

等
。
そ
し
て
そ
れ
ら
に
必
要
な

資
金
集
め
の
た
め
淡
路
市
に
提

案
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
成
功
に
繋
が

り
ま
し
た
。
代
表
し
て
感
謝
を
申

　

津
名
高
等
学
校
同
窓
会
の
皆
様
に

は
、
益
々
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日

頃
よ
り
母
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま

し
て
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
令
和
３
年
４
月
、
県
立
視
覚

特
別
支
援
学
校
長
、
県
立
神
戸
高
塚

高
等
学
校
長
を
経
て
、
県
立
津
名
高

等
学
校
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
淡

路
地
区
で
の
勤
務
は
、
教
諭
と
し
て

三
原
高
校
、
教
頭
と
し
て
淡
路
三
原

高
校
で
、
津
名
高
校
で
の
勤
務
は
初

め
て
で
す
。
創
立
１
０
０
年
を
超
え

る
伝
統
あ
る
津
名
高
等
学
校
に
着
任

し
ま
し
た
こ
と
は
、
と
て
も
嬉
し
く

ま
た
そ
の
重
責
を
強
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。
神
戸
で
の
校
長
経
験
を
生
か

し
、
学
校
を
取
り
巻
く
多
く
の
教
育

課
題
に
加
え
、
２
世
紀
目
を
迎
え
る

本
校
の
舵
取
り
を
、
職
員
と
協
力
し

な
が
ら
一
所
懸
命
に
努
力
し
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
創
立
１
０
０
周
年
関
連
事
業

で
は
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
感

し
上
げ
ま
す
。
特
に
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
と
、
多
く

の
校
友
そ
し
て
地
域
の
方
々
に
分

か
り
や
す
い
形
で
あ
る
こ
と
、
そ

し
て
場
所
も
同
窓
会
館
の
前
と
決

め
、
次
期
同
窓
会
長
の
津
田
豊
さ

ん
、
大
竹
石
材
さ
ん
達
の
お
世
話

で
素
晴
ら
し
い
も
の
が
完
成
し
ま

し
た
。
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す

く
記
念
写
真
を
撮
る
の
に
も
最
適

で
す
。
是
非
、お
楽
し
み
下
さ
い
。

②�

同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
す
べ

て
同
窓
生
に
よ
る
手
作
り
の
も
の

で
す
。
木
長
H
P
委
員
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
、
隔
月
ご

と
に
委
員
会
を
開
き
発
信
を
続
け

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
「
ま
ん

防
」
が
発
令
さ
れ
た
時
に
は
、
リ

モ
ー
ト
で
の
編
集
会
議
を
開
い
て

い
ま
す
。

③�

ク
ラ
ブ
活
動
支
援
で
は
、
あ
と
一

歩
で
甲
子
園
に
繋
が
っ
た
野
球
部

に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
等
を
寄

贈
、
施
設
整
備
な
ど
で
は
本
来
は

県
の
役
割
と
思
わ
れ
る
も
の
を
生

徒
目
線
で
判
断
し
実
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
母
校
、
津
名
高
校
は
、

県
下
で
も
有
数
の
校
舎
、
そ
し
て

1
0
0
年
と
い
う
歴
史
、
ま
さ
に
公

立
の
雄
と
し
て
の
形
を
整
え
た
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、
母
校
に
つ
い
て
懸
念
す
る

こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
県
教
育
委

員
会
が
進
め
る
県
立
高
等
学
校
教
育

改
革
第
3
次
実
施
計
画（
案
）で
、「
将

来
の
生
徒
数
の
減
少
等
を
踏
ま
え
市

町
と
個
別
協
議
と
さ
れ
た
中
で
、
淡

路
地
域
の
津
名
と
淡
路
の
両
校
は
、

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
存
廃
を
協

議
」
と
さ
れ
、
そ
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
お
お
む
ね
５
年
程
度
は
猶
予
期

間
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
徒
数
等
の

状
況
を
勘
案
し
ま
す
と
、
こ
こ
10
年

間
程
で
、
母
校
は
新
た
な
船
出
を
迎

え
る
可
能
性
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

母
校
の
魅
力
と
活
力
を
維
持
し
な

が
ら
、
国
の
動
向
、
社
会
情
勢
の
変

化
等
に
対
応
し
た
新
た
な
学
び
舎
を

模
索
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
は
、
新
た
な
特
色
あ
る
学
科

の
創
設
、
小
中
高
一
貫
教
育
と
言
っ

た
新
た
な
船
出
を
意
味
し
ま
す
。

　

そ
う
し
た
事
の
実
現
に
は
、
現
役

関
係
者
の
み
な
ら
ず
、校
友
２
万
人
、

そ
し
て
地
域
の
方
々
の
一
致
協
力
し

た
「
チ
ー
ム
津
名
高
」
の
力
と
努
力

が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
核
と
な
る
の
が
、
何
と
言
っ

て
も
同
窓
会
活
動
で
す
。

　

地
元
で
の
同
窓
会
活
動
が
こ
れ
ま

で
軌
道
に
の
ら
な
か
っ
た
の
は
、
淡

路
高
校
の
地
元
で
の
定
着
率
に
比
べ

母
校
は
島
外
へ
の
移
動
率
が
高
い
と

い
う
構
造
的
な
課
題
が
有
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
こ
こ
数
年
、
明
石
海
峡

大
橋
の
架
橋
、
そ
し
て
多
数
の
企
業

誘
致
等
に
よ
り
地
域
の
構
造
改
革
が

進
行
す
る
事
に
よ
り
、
地
元
で
の
起

業
そ
し
て
故
郷
回
帰
が
徐
々
に
現
実

と
し
て
見
ら
れ
、
社
会
的
人
口
増
に

も
繋
が
っ
て
お
り
、
緩
や
か
な
追
い

風
が
母
校
に
も
吹
き
始
め
て
い
ま
す
。

　

私
の
後
任
に
は
、
25
回
生
の
津
田

豊
さ
ん
が
引
き
受
け
て
く
れ
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
副
会
長
と
し
て
私
を

支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
し
、
淡
路

市
国
際
交
流
協
会
会
長
、商
工
会
長
、

元
淡
路
青
年
会
議
所
理
事
長
と
キ
ャ

リ
ア
も
豊
富
で
、
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
一
言
付
加
す
れ
ば
、
相

談
役
に
15
回
生
の
淡
路
市
長
・
県
市

長
会
会
長
の
門
康
彦
さ
ん
が
居
ら
れ

手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。
私
を
同
窓
会
長
に
担
い
だ
責
任

者
の
一
人
と
し
て
も
（
笑
）。

　

言
葉
足
ら
ず
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
お
礼
と
お
別
れ
の
言
葉
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
様
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
し

た
が
、
創
立
記
念
式
典
は
、
令
和
２

年
10
月
11
日
（
日
） 

本
校
体
育
館
に

お
い
て
挙
行
し
ま
し
た
。出
席
者
は
、

来
賓
60
名
、
招
待
者
75
名
、
主
催
者

３
名
、
生
徒
４
７
５
名
、
教
職
員
43

名
で
、
感
染
防
止
を
徹
底
し
な
が
ら

厳
粛
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

記
念
品
制
作
、
記
念
誌
の
発
行
、
創

立
１
０
０
周
年
記
念
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
つ
な
リ
ン
」
を
考
案
、
さ
ら
に
、

カ
リ
ヨ
ン
修
復
、教
育
機
器
の
設
置
、

選
択
教
室
へ
の
空
調
設
備
設
置
、
そ

し
て
同
窓
会
館
（
エ
ン
ジ
会
館
）
を

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
化
し
、
同
窓
生
の
方

が
校
史
資
料
室
や
集
い
の
場
と
し
て

よ
り
使
い
や
す
く
な
る
よ
う
に
改
修

し
ま
し
た
。
令
和
４
年
３
月
に
は
、

同
窓
会
館
前
に
１
０
０
周
年
記
念
碑

を
設
置
し
、
そ
の
周
辺
は
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
を
行
い
ま
し
た
。本
校
は
、

１
０
０
周
年
を
機
に
大
き
く
教
育
環

境
が
充
実
し
、同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

本
当
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

本
校
の
卒
業
生
の
活
躍
と
し
て
、

坂
東
悠
汰
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

坂
東
さ
ん
は
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
男
子
５
０
０
０
ｍ

日
本
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
し

た
。
淡
路
島
で
初
め
て
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
さ
れ
た
選
手
と
し

て
、
地
元
の
期
待
を
背
に
快
走
し
、

惜
し
く
も
決
勝
進
出
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
陸
上
競
技
部
を
は
じ
め

と
す
る
本
校
の
在
校
生
、
ま
た
淡
路

地
区
で
陸
上
競
技
を
行
う
者
の
大
き

な
目
標
と
な
り
ま
し
た
。
高
校
在
校

時
よ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目

標
に
努
力
し
、
そ
の
夢
を
実
現
さ
せ

た
こ
と
は
、
在
校
生
に
夢
や
目
標
を

持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て

感
じ
さ
せ
る
快
挙
で
し
た
。

　

在
校
生
の
活
躍
と
し
て
、
陸
上
競

技
部
の
全
国
大
会
、
近
畿
大
会
出

場
、
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
部
の
全
国

大
会
出
場
に
加
え
、
書
道
部
の
矢
野

明
日
香
さ
ん
が
「
全
国
公
式
書
写
検

定
・
高
校
の
部
」
で
全
国
の
受
験
者

７
０
０
０
人
の
頂
点
に
立
つ
文
部
科

学
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。体
育
部
、

文
化
部
と
も
に
そ
の
活
動
意
欲
は
旺

盛
で
、
大
き
な
結
果
と
し
て
現
れ
て

い
ま
す
。
令
和
４
年
３
月
の
卒
業

生
、
73
回
生
の
１
５
６
名
の
進
路
実

績
は
、
国
公
立
大
学
進
学
者
数
は
25

名
、
う
ち
大
阪
大
学
に
３
名
、
私
立

大
学
へ
は
68
名
、
短
期
大
学
・
専
門

学
校
等
へ
は
46
名
、
公
務
員
・
就
職

者
は
６
名
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
あ
っ
て
も
、母
校
の
後
輩
た
ち
は
、

校
訓
〝
自
主
、誠
実
、勤
勉
〟
の
も
と
、

た
く
ま
し
く
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
創
立
１
０
０
周
年
記
念

事
業
は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
が
、

ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
寄
附
金
の
応
援

メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
で
、
教
育
の
一
層

の
活
発
化
を
図
る
た
め
、
学
校
毎
に

寄
附
金
活
用
事
業
を
設
定
し
、
学
校

機
能
向
上
、
学
校
の
特
色
づ
く
り
や

部
活
動
の
応
援
、
教
育
環
境
の
充
実

等
に
充
て
る
「
県
立
学
校
環
境
充
実

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
寄
附
金
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
後
輩
へ
の
激
励
と
母

校
の
教
育
環
境
の
充
実
の
た
め
、
さ

ら
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

旅
立
ち
の
唄

　
　
　

同
窓
会
長

髙
島　

玲
子
（
高
16
回
）

ご
挨
拶

　
　
　
　
　

校　

長�

仲
山　

惠
博
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　同窓会のホームページを作成したいという想
いはかなり前からありましたが、何とか立ち上げ
て、もう５年半ほど経過しましたが、いまだに、閲
覧者は限定されていると感じています。

　２ヶ月ごとにホームページ委員会を開催して新しくアップする
内容を議題に挙げてもらっています。
　しかしながら、最近数年はコロナ感染拡大の中で委員会も集まる
ことができませんでしたが、委員の協力を得て、PCやスマホから
の、LINEのリモート会議を開くことで、２ヶ月に１回の開催を維持
させていただきました。でもやはり、顔を合わせての会議のように
はいかず、少し物足りない感じはあり、討論もあまり進まなかった
ように感じていました。
　今年の５月からは、記念ミュージアムでの開催に戻っています。
久しぶりの顔合わせ、元気で陽気な委員各位が集まり、話が弾みま
した。
　ホームページを同窓生が興味をもって見てもらえるようにする
にはどのようにすればいいのか、とみんなで話し合いながらここま
で歩んできました。
　ホームページに入るQRコードが、今号の同窓会報に有りますの
で、スマートフォン（以下スマホ）からホームページを開いてみて下
さい。QRコードから入ると、校舎の写真と空撮画像が表示されま
す。空撮画像の下の、 “カリヨン 校歌Verが流れます♪”をクリック
すると、空撮画像とともに、カリヨン演奏の校歌が流れてきます。
　パソコン画面だと左に、スマホ画面だと上のメニューをクリック
すると、ホームページのメニューが表示されます。
　メニューには、
　挨拶　　母校より　　催しの案内　　恩師からの便り
　�各期（クラス）同窓会風景　　同窓生近況　　同窓生からの投稿
　会報　　支部だより　　委員会だより
などが有り、ゆっくり内容をながめていただけると、懐かしい先生
方や仲間の近況や、作品を見ていただけると思います。
　さて、ここでもう一度、同窓会ホームページのあり方を考えない

と前に進めないのかもし
れません。今の限られた
委員で作成している状態
から、もっと多くの同窓
生に投稿などで参加して
もらえるようにするには
どうすれば良いのか？ど
のような情報が同窓生か
ら望まれているのか？ど
うすれば皆さんの意見を
取り入れることができるのか？
　ホームページの最後の方に、

「お問い合わせは tsunakodosokai@googlegroups.com まで。」
と表示していますので、ご意見をこのアドレスにメール送信してい
ただけるようお願いします。
　皆様のご意見をいただきながら、もっと親しんでいただけるホー
ムページ作りを志向しています。
　素人集団ですが、ユックリ学びながら、ホームページを充実させ
ていきたいと考えていますので、やさしい目で足跡を見守っていた
だけるよう、お願いします。
　私は高校までは淡路市生穂に住んでいましたが、大学時代は主に
大阪に、社会人になってからは神奈川県で過ごしました。リタイヤ
してから母の介護で単身淡路島に戻りましたが、10年ほど神奈川
県に残してきた妻も昨年から淡路島に転居してくれました。これか
らは趣味を中心として、自家消費や友人に送る野菜つくりなど、の
んびり、ゆっくり過ごしていきます。幸い、一緒に遊んでくれる若い
友人もできました。カヤック、釣り、ハイキングなど、アウトドアが
中心です。縁あって、ホームページ委員長を務めさせていただき、友
人が増えたことがうれしいです。
　思いがけない出会いが木高（26回）さんでした。ロス在住で在校
時期も離れてますし、家が近いわけでもありませんでした。SNSや
ホームページ、新しい方法で新しい友達が見つかります。これから
も新しい趣味、仲間を見つけながら、楽しみたいです
ね。

ホームページ作成について

ホームページ記事紹介

　初めまして、俺、木高慎吾
です。ロスに住んでいます。
　19歳の時に留学して、その
まんまアメリカに住んでい
ます。この２月で61歳になっ
てしまいます。歳をとるのは
嫌っすね。鏡を見ると、”マジ

で〜、え〜、何や〜、こんなに老けてきたんか〜！
あぁぁ〜！もう終わりやな〜 ” ってため息ばかり
です。波乱万丈、マジで色々な事がありました。で
も人生なんて振り返ると早いものです、本当に夢
のごとしです。
　さてさて、それはそれで。さて、この先何をやる
のだ、何をやりたいか？もう一度考える時が来た
ようだ。僕の場合は、僕が出版した『青春期、俺のア
メリカ淡路島』を映画化する事が、人生最大の夢に
したいと思っています。
　1972年、札幌オリンピ ックをテレビで見ていた
日本人がジャネットリンの演技と笑顔に心を奪わ
れてしまった瞬間があった。そのころから、僕は絶
対アメリカに行くぞと心に決めていた。
　現在はロスでコマーシャルの制作会社を経営し
ています。
Day O Productions, Inc. （dayoproductions.com）　
Instagram名 la_shingo　って言う名前です。アサ
ヒビールのジョニーデップさん、福山さん、メナー
ド化粧品の持田香織さん、サロンパスの錦織圭さ
ん、オリンパスの本田圭佑さん、色々やらせて頂い

ています。
　しかしながら、淡路島の事は常に気に掛けてい
ます。多分、僕が淡路出身の誰よりも、アメリカに
住んでいながら、１番淡路島に足を運んだと思い
ます。
　しかし、４年ほど前に、自分をここまで育ててく
れた母が他界し、続いて妹も他界。死んでも会える
と思っていたのに、もう会えないですね。人間なん
て死んだら終わりなんだって言う事がよく分かり
ました。だから、生きている間にもっと楽しんでや
りたい事をやって、大好きな淡路に革命を！とか
ついつい思ってしまいます。埋立地はいっぱいあ
る、そこにプレミアムアウトレットを呼び込む？
ナドナド。
　今や世界は小さくなって、SNSやグーグル、ライ
ン、何処にいても時差もなく
繋がる時代、もっと津名高校
卒業生、繋がっていこうぜ。
　”燃えよ、エンジの青春”で
すよ！燃えてこそナンボで
す。さぁ行こうぜ！！！

追伸：津名高校サッカー部
へ、本田圭佑さんのサイン入
りユニフォームのプレゼント
が有ります。
—�届きました！ありがとう

ございます。 校長

　第16期生は毎年11月23日に舞子で全クラスの同期
会をやっています。今年も友人と誘い合い参加しまし
た。会は今年で25回目です。
　先生を含め参加者は41人。初参加は3人。（そのうち1
人は急用で欠席）
千葉・高知といった遠隔地から参加の人も。
　乾杯のあと歓談にはいるとあちこちで話しの輪がで
きます。例年のことですがそのやかましいこと。司会者
が「静かに！！」と制しても効果はなくスピーチの声が
聞こえて来ません。
　出席者は徐々に女性の割合が増えて来ました。
　会場はＪＲ舞子駅上7階。真正面に淡路島が見えます。

（全員の同意のもと）開催日時・開催場所を固定してお
ります。これが毎年開催できるコツだと思います。
　幹事が「来年は50名を目指す」と叫んでおりました。
　会の最後に淡路島に向かって校歌を歌い、来年もみ
んな元気にここへ集まることを誓って解散です。
　そのあと、カラオケに行くグループ、喫茶店に入るグ
ループ等、楽しい一日でした。
� 第16回生　平岡美津子

今年も楽しかった第16期生の同期会
「おのころ会」

高26回生　木高　慎吾さん　from Los Angeles USA

ホームページ委員会　木長　義昌（16回）

同窓会ＨＰ� https://tsunako-dosokai.com/
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Ⅰ 記念事業

Ⅱ  記念行事

　２ 教育機器ワイビア５設置�
平成29年、ＰＣやタブレットからワイアレスで画面投影ができる
教育機器ワイビア５をＨＲ教室に設置

　３ 特別教室（音楽室、社会科教室）に空調設備設置�
令和元年６月、音楽教室、社会科教室にエアコンを設置

　４ 選択教室（２教室）に空調設備設置�
令和元年８月、選択教室にエアコンを設置

　１ カリヨン修復�
平成29年８月カリヨンの修復完了
ミツグループ様の全面協力を得て、カリヨンの修復が完了

　５ 同窓会館リニューアル�
同窓会館（エンジ会館）をミュージアム化し、
名称も「つなこう100年つながるミュージ
アム」としてリニューアル
同窓生の方が校史資料室や集いの場として
より使いやすくなるように改修
特別展や常設展示を工夫
令和３年２月末完成、３月７日（日）テープ
カットセレモニー、落成式を実施
同日に、同窓会館リニューアル記念展（井上
民二展）及び記念講演会を開催

　１ 創立記念式典挙行�
令和２年10月11日（日）県立津名高等学校体育館において挙行
生徒は、２・３年生は体育館で、１年生は多目的ホールでリモート
にて参加

兵庫県立津名高等学校創立100周年記念事業

出席者　　生徒	 475名
　　　　　教職員	 43名
　　　　　主催者	 ３名

来賓（舞台上）	18名
来賓（フロア）	42名
招待者	 75名

記念式典次第� 司会　阪口杏樹

1 開式の辞
2 物故者追悼
3 国歌斉唱
4 学校長式辞� 魚井和彦
5 兵庫県教育委員会挨拶

� 教育長　西上三鶴
6 来賓祝辞

　　兵庫県副知事� 金澤和夫
　　経済再生担当大臣西村康稔代理
� 柳　隆史
　　兵庫県議会議長� 原テツアキ
　　淡路市　市長� 門　康彦

7 来賓紹介
8 祝辞・祝電披露
9 実行委員会委員長挨拶� 髙島玲子
10 PTA会長挨拶� 深山知輝
11 生徒代表喜びのことば� 中村七星
12 校歌斉唱
13 閉会の辞

（敬称略）



創立100周年記念事業募金のお礼
　この度は、津名高校創立100周年記念事業募金に格段のご理解とご協力をいただきました
事に心より厚くお礼申し上げます。皆様方から賜りました募金のおかげで、計画しておりま
した記念行事、記念式典を円滑に無事終える事が出来ました。本来であれば、協賛者の方全
員のご芳名を掲載するべきところですが、この度は割愛させていただく事を何卒ご了承下さ
いませ。収支決算書の掲載をもって最終のご報告とさせていただきます。
　これからも、津名高校同窓会に対しまして一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申
し上げます。

全収入額 44,799,254 円
決 算 額 29,639,758 円
残　　額 15,159,496 円（ふるさと納税 7,648,710円 ＋ 現金等寄付 7,510,786円）

収入の部 （単位：円）

科　　目 全収入額 現在収入済額 残　額 備　　考
淡路市ふるさと納税 26,540,100 18,891,390 7,648,710 令和２年度分のみ入金済　残額7,648,710円は淡路市管理

現 金 等 寄 付 17,189,514 17,189,514 0
振込による寄付金	 7,199,920円
現金による寄付金	 7,489,594円
PTA特別会計より	 2,500,000円

契 約 保 証 金
（空調、ミュージアム契約） 1,069,536 1,069,536 0 工事完了後返却分 （ふるさと納税 808,500円　現金 261,036円）

利 息 104 104 0 （ふるさと納税 26円　現金 78円）
合　　計 44,799,254 37,150,544 7,648,710 （ふるさと納税 19,699,916円　現金 17,450,628円）

支出の部 （単位：円）

科　　目 予算額（補正後） 現在支出済額 残　額 備　　考

総 務 費 1,000,000 1,048,476 −48,476

・�通信事務費（記念誌送料、切手代、用紙代、礼状送料他）
・会議費（飲物代）
・�その他事務費（関西フィル手数料、校史資料室PC、インク、マスター、

ゴム印、標本箱、材料費、展示用パネル、台車他）
（現金等寄付から1,048,476円）

記 念 式 典 費 4,000,000 3,920,394 79,606

（ふるさと納税から 3,012,460円　現金等寄付から 907,934円）
・�体育館分（案内状印刷、スリッパ、次第、スタンド花、感謝状額他）
・�同時配信（コロナ対策のため多目的ホールより式典配信に伴い

椅子、プロジェクター費用他）
・�落成式（校旗修理、横断幕等）

記 念 行 事 費 0 0 0 ・�新型コロナウイルス感染予防に伴い関西フィル演奏会中止
　（キャンセルにともなう手数料は総務費より支出）

記 念 事 業 費 22,302,945 20,270,008 2,032,937

・�現 金 等 寄 付：エアコン設置、広報用会報送付、懸垂幕等
・�ふるさと納税：�ミュージアム化工事、ミュージアム周辺デザイン

化工事、記念品（クリスタル、トートバッグ）、展示
ボード・ショーケース ※保証金含む

（ふるさと納税から 12,286,576円　現金等寄付から 7,983,432円）
記 念 誌 4,400,880 4,400,880 0 ・2,000部作成（ふるさと納税から 4,400,880円）
予 備 費 13,095,429 0 13,095,429

合　　計 44,799,254 29,639,758 15,159,496 ふるさと納税残金  7,648,710円 ＋ 現金等寄付残金  7,510,786円

津名高等学校創立100周年記念決算報告について、監査の結果、令和３年３月19日現在の諸帳簿ならびに証拠書類、
通帳などは適正に処理されていることを確認しました。

令和３年３月22日　　　　会計監査委員　　上田万由里　  髙田貴代志　  髙嶋　誉志

津名高校同窓会会報 令和４年７月21日第27号（5）

校史資料提供のお願い

～ 津名高校の歴史を残す ～
　これまで創立100周年記念事業の一つとして校史資料の提供をお願いして
参りました。
　たくさんの方々からのご提供をいただきました事を心よりお礼申し上げま
す。
　創立100周年記念事業は終了しましたが、校史資料室での展示はこれから
も継続していく予定です。
　そこで、改めて校史資料収集のご協力をお願い申し上げます。
　皆様の津名高時代の写真や制服、教科書などご提供していただけるものが
ございましたら、同窓会事務局までお知らせまたはご相談下さい。
　同窓生、在校生、そしてこれから津名高校で学ぶ一人ひとりが、母校津名
高校への誇りをさらに感じていただける場にしたいと考えております。
　皆様からのご協力をよろしくお願い申し上げます。

100周年記念キャラクター

100周年記念品・記念誌

100周年記念モニュメント

つなリン

津名高等学校創立100周年記念事業決算報告津名高等学校創立100周年記念事業決算報告

お茶

トートバッグ

ペーパーウェイト

記念誌記念誌
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Tsuna
　High
　　School

with コロナ版

４月

2020

2020

入学式

分散登校

体育祭

防災訓練

トルコとの交流

Cafeteria Tsuna
オープン（食堂）

立会演説 募　金

2021

2021

2022

５月

６月

７月

９月

たそがれコンサート

オリンピック出場  坂東悠汰さん（６６回生）

2021.7.23

無観客

激励会
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Tsuna
　High
　　School2020.4 〜 2022.4

with コロナ版

修学旅行

球技大会

ビブリオバトル大会

ジョイントコンサート

防災訓練

3 年ぶり　授業参観

芸術鑑賞会［落語］

Cafeteria Tsuna
オープン（食堂）

11 月

10 月
７月

たそがれコンサート８月

伊勢志摩　73回生

九州　74回生

伝達表彰

タブレット学習
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タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た

第
74
回
全
国
高
校
陸
上
競
技
対
抗
選
手
権

の
男
子
三
段
跳
に
出
場
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。結
果
は
15
ｍ
11
㎝
で
第
8
位
で
し
た
。

　

大
会
前
の
練
習
は
、
当
時
あ
っ
た
課
題

を
全
て
治
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
あ

る
程
度
の
弱
点
を
受
け
入
れ
た
上
で
助
走

の
改
善
を
重
点
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

試
合
は
午
前
に
予
選
、
午
後
に
決
勝
が

あ
り
ま
し
た
。

　

午
前
の
予
選
で
は
、
納
得
の
行
く
跳
躍

は
出
来
な
か
っ
た
も
の
の
自
己
ベ
ス
ト
に

迫
る
記
録
で
予
選
を
突
破
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
調
子
の
良
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
の
決
勝
は
予
選
が
終
わ
っ
て
す
ぐ

だ
っ
た
た
め
、
少
し
疲
労
感
を
感
じ
た
状

態
で
挑
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

状
態
は
よ
か
っ
た
の
で
積
極
的
な
跳
躍
を

す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。
決
勝
の
１

本
目
は
記
録
を
狙
い
す
ぎ
て
固
い
状
態
で

跳
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
、
な
に
も
か
も
が

崩
れ
た
跳
躍
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

２
本
目
以
降
は
切
り
替
え
て
楽
し
む
こ
と

だ
け
を
考
え
て
跳
躍
す
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
自
分
が
思
う
よ
う
に
体
が

動
く
よ
う
に
な
り
、
9
位
と
１
㎝
差
で
ベ

ス
ト
8
に
残
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

考
え
る
と
、
１
本
目
に
自
分
の
心
理
状
態

に
気
づ
き
、
う
ま
く
切
り
替
え
ら
れ
た
こ

と
が
ベ
ス
ト
８
に
残
る
こ
と
が
で
き
た
一

番
の
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。
最
終
的
に
15

ｍ
11
㎝
に
記
録
を
伸
ば
し
、
８
位
で
競
技

を
終
え
ま
し
た
。

　

私
が
こ
う
し
て
全
国
の
舞
台
で
力
を
出

し
切
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
顧
問
の
先

生
方
を
は
じ
め
、
家
族
や
仲
間
、
津
名
高

校
関
係
者
の
皆
様
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も

さ
ら
な
る
高

み
を
目
指
し

て
、
練
習
に

励
も
う
と
思

い
ま
す
。
今

後
と
も
応
援

の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
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男
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0
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に
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し
て
　

に
出
場
し
て
　

富
士
通
陸
上
競
技
部
　
坂
東
　
悠
汰
（
高
66
回
）

全
国
総
体
入
賞

全
国
総
体
入
賞

海
道
　
藍
真
（
高
73
回
）

体　育　部
陸上競技部
第72回兵庫県高等学校ユース陸上競技対校
選手権大会
　令和２年８月21日〜22日
〈男子２年〉
　走幅跳	 ３位	 海道　藍真� 6ｍ85
　三段跳	 ２位	 海道　藍真� 14ｍ49
〈女子1年〉 
　1500ｍ	 ３位	 田中　心渚� 4分41秒63
　3000ｍ	 ５位	 田中　心渚� 10分09秒01
〈女子２年〉
　3000ｍ	 ８位	 山崎瑛里菜� 10分22秒50
第53回近畿高等学校ユース陸上競技対校
選手権大会
　令和２年９月18日〜20日
〈男子２年〉
　走幅跳	 ８位	 海道　藍真� 6ｍ83
　三段跳	 ２位	 海道　藍真� 14ｍ79
〈女子１年〉
　1500ｍ	 ９位	 田中　心渚� 4分41秒32
男子第75回・女子第37回兵庫県高等学校
駅伝競走大会
　令和２年11月８日
〈男子〉
　総合15位　2時間17分56秒
　德田・多田・杖谷・浦上・吉田・山内・児島
〈女子〉
　総合４位　1時間15分00秒
　田中・山崎・杉浦・山口・本多
男子第71回・女子第36回近畿高等学校駅伝
競走大会
　令和２年11月22日
〈男子〉
　総合30位　2時間19分44秒
　　德田・多田・浦上・杖谷・吉田・山内・児島
〈女子〉
　総合13位　1時間14分39秒
　　田中・山崎・杉浦・山口・本多

野球部
令和２年度夏季兵庫県高等学校野球大会
　２回戦　津名  ２−０  西脇
　３回戦　津名  ９−７  明石
� （延長10回タイブレーク）
　４回戦　津名  ０−３  東播磨

サッカー部
令和２年度兵庫県高等学校総合体育大会
代替大会
　７月24日（金）
　　県大会１回戦　津名 ０−３ 神戸星城
令和２年度兵庫県高等学校サッカー選手権大会
　10月３日（土）
　　１回戦　　　　津名 ０−１ 神村学園

男子ソフトテニス部
令和２年度第74回兵庫県民大会� 少年の部
男子〔個人戦〕
　令和２年８月３日（月）・５日（水）
　１回戦
　　村田・横川 ４−０ 山﨑・義経（姫路飾西）
　　山口・山形 ４−２ 遠藤・小谷（西脇工業）
　２回戦
　　村田・横川 ４−２ 岡村・鎌田（県立芦屋）
　　山口・山形 １−４ 関・有本（神戸星城）
　３回戦
　　村田・横川 ０−４ 小見山・上野（兵庫工業）
令和２年度兵庫県高等学校ソフトテニス
新人中央大会〔個人戦〕
　令和２年10月31日
　１回戦
　　竹田・弦牧 ４−１ 枝根・三城（市尼崎）
　　網代・横川 １−４ 鵜尾・三浦（市川）
　２回戦
　　竹田・弦牧 ４−３ 若松・白石（明石）
　３回戦
　　竹田・弦牧 ２−４ 中川・林（琴丘）

女子バスケットボール部
第51回全国高等学校選抜優勝大会・兵庫
県予選大会
　令和２年10月24日（土）
　　津名  39−55  星稜

男子バレーボール部
第73回全日本バレーボール高等学校選手権
大会（春の高校バレー）兵庫県予選大会
　令和２年11月７日（土）・８日（日）
　　１回戦　津名  ２－１  龍野北
　　２回戦　津名  ０－２  神港学園

女子バレーボール部
第73回全日本バレーボール高等学校選手権
大会（春の高校バレー）兵庫県予選大会
　令和２年11月７日（土）・８日（日）
　　１回戦　津名  ０－２  三田松聖

剣道部
第67回兵庫県高等学校新人剣道大会兼第
28回高砂市長杯争奪高等学校剣道大会
　11月20日（金）・22日（日）
　個人戦
　　柏木　彩　対 姫路女学院� 負け
　　岡　芙優　対 宝塚西� 負け
　団体戦　女子
　１回戦   対 須磨ノ浦 ３－０� 勝ち
　２回戦   対 姫路西　 ２－２� 本数勝ち
　３回戦   対 明石　　 ０－４� 負け
� ベスト16

柔道部
　第69回兵庫県高校新人柔道大会
　11月13日〜15日
［女子団体戦］
　１回戦　津名 １−２ 明石清水
［男子個人戦］73㎏級� 岩見大翔 ２回戦敗退
［女子個人戦］� 山本真綾 １回戦敗退

卓球部
第62回兵庫県高等学校新人卓球競技大会
　令和２年11月13日（金）
　男子　団体戦　　　　　　１回戦
　　　　シングルス　田中　１回戦
　　　　シングルス　岩田　２回戦
　女子　団体戦　　　　　　１回戦

文　化　部
生物・化学部
サイエンス体験広場2020　Web出展
　2021年１月公開
　「－196℃の世界を体験しよう！」
　「スーパーボール作りにチャレンジ！」
　「葉脈標本を作ろう！」

情報科学部
第16回IPA「ひろげよう情報モラル・セ
キュリティコンクール」2020
　　「標語部門」応募
第11回文書デザインコンテスト
　　テーマ「地域の新発見」応募
　
美術部
第44回兵庫県高等学校総合文化祭
美術・工芸部門展
　11月12日〜15日
　立体造形作品「カマキリ」
� ２年 藤本　智晶

吹奏楽部
11/８
第44回兵庫県高等学校総合文化祭吹奏楽
部門演奏会
　　「エル・カミーノ・レアル」
　　（アルフレッド・リード作曲）

ギター・マンドリン部
11/17
第44回兵庫県高等学校ギター・マンドリン
フェスティバル
　　「水青きハワイの海にて」
　　（ケテルビー作曲）　※全国大会推薦

演劇部
10/31・11/１
兵庫県高等学校総合文化祭演劇部門
淡路地区予選
　『青じゃない、それでいい』
� （酒井琉衣 作）

メディア部
兵庫県高等学校写真連盟 第28回春季写真
コンテスト　県本選
　特別賞「来る人」� ３年  武岡　宏奈

書道部
11月　第44回兵庫県高等学校総合文化祭
書道展（兼）第66回兵庫県高等学校書道展
　　優秀賞　　２年　伊藤彩夏
　　特　選　　２年　中山絢愛
　　入　選　　２年　山奥奏音
　　　　　　　２年　廣田結衣
　　　　　　　２年　城地如月
全国高等学校総合文化祭書道展出展
� 藤田穂香

クラブ活動状況
令和３年度

体　育　部
陸上競技部
第74回兵庫県高等学校陸上競技対校選手権大会
　令和３年５月28日〜５月30日
〈男子〉
　走幅跳	 ４位	 海道　藍真� 7ｍ06
� （近畿IH出場決定）
　三段跳	 ２位	 海道　藍真� 14ｍ74
� （近畿IH出場決定）
〈女子〉
　3000m	 ８位	 田中　心渚� 10分10秒52
第74回全国高等学校陸上競技対校選手権
大会近畿地区予選会
　令和３年６月17日（木）〜６月20日（日）
〈男子〉
　走幅跳	 海道　藍真	 6ｍ84� 予選落ち
　三段跳	 海道　藍真	 14ｍ74� ５位
� （全国IH出場決定）
第74回全国高等学校陸上競技対校選手権大会
　令和３年７月28日（水）〜８月１日（日）
〈男子〉
　三段跳  ８位入賞  海道　藍真� 15ｍ11⒲
第73回兵庫県高等学校ユース陸上競技対校
選手権大会
　令和３年８月20日〜22日
〈女子１年〉
　800m	 鈴木莉里花� 2分23秒39（5位）
　1500m	 鈴木莉里花� 4分47秒87（5位）
　1500m	 山口　藍美� 4分47秒93（6位）
　3000m	 山口　藍美� 10分27秒94（5位）
〈女子２年〉
　1500m	 田中　心渚� 4分51秒68（5位）
　3000m	 田中　心渚� 10分10秒57（4位）
男子第76回・女子第38回兵庫県高等学校
駅伝競走大会
　令和３年11月７日
〈男子〉
　総合22位　2時間21分34秒
　德田・奥井・杖谷・山内・瀧本・多田・打越
〈女子〉
　総合３位　1時間14分58秒
　田中・鈴木・山口・松村・山崎

クラブ活動状況
令和２年度
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全
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に
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果
は
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で
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入
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た
。
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を
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の
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め
、
少
し
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を
感
じ
た
状
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で
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た
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で
積
極
的
な
跳
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を

す
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と
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ま
し
た
。
決
勝
の
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本
目
は
記
録
を
狙
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す
ぎ
て
固
い
状
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で

跳
ん
で
し
ま
っ
た
た
め
、
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に
も
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も
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た
跳
躍
に
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ま
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ま
し
た
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本
目
以
降
は
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替
え
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楽
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む
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と

だ
け
を
考
え
て
跳
躍
す
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よ
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に
し
ま
し
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と
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ベ
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に
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る
こ
と
が
で
き
た
一

番
の
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因
だ
と
思
い
ま
す
。
最
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的
に
15

ｍ
11
㎝
に
記
録
を
伸
ば
し
、
８
位
で
競
技

を
終
え
ま
し
た
。

　

私
が
こ
う
し
て
全
国
の
舞
台
で
力
を
出

し
切
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
顧
問
の
先

生
方
を
は
じ
め
、
家
族
や
仲
間
、
津
名
高

校
関
係
者
の
皆
様
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も

さ
ら
な
る
高

み
を
目
指
し

て
、
練
習
に

励
も
う
と
思

い
ま
す
。
今

後
と
も
応
援

の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

私
た
ち
女
子
陸
上
競
技
部
は
、
県
駅
伝

大
会
で
3
位
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
、
厳

し
い
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。そ

の
結
果
、
淡
路
勢
史
上
初
の
県
３
位
と
い

う
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

駅
伝
は
個
人
種
目
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

5
人
で
1
本
の
襷
を
繋
ぐ
競
技
で
、
チ
ー

ム
の
団
結
力
が
と
て
も
大
切
で
す
。し
か

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
部

活
動
が
で
き
ず
、
各
自
自
主
練
習
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
時
期
が
何
度
か
あ
り
ま
し

た
。自
主
練
習
で
は
質
よ
り
量
を
意
識
し

て
走
り
込
み
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。こ
の

時
、
全
員
が
揃
っ
て
練
習
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

全
員
が
揃
っ
て
練
習
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
練
習
の
質
が
高
く
な
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。お
互
い
声
を
掛
け
合
っ
た

り
、
仲
間
か
ら
良
い
刺
激
を
も
ら
っ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
無
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
大
会
が
沢
山
あ
り
残

念
な
面
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、
今
、
振
り

返
っ
て
み
る
と
仲
間
の
大
切
さ
、
練
習
の

大
切
さ
、
そ
し
て
大
会
に
出
場
で
き
る
あ

り
が
た
み
に
気
づ
く
こ
と
の
で
き
た
出
来

事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
大
会
3
位
と
い
う
成
績
を
残

せ
た
の
は
、
選
手
だ
け
の
力
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。私
た
ち
を
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
、
大
会
を
運
営
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
、保
護
者
の
方
、選
手
の
付
き
添
い
を
し

て
く
れ
た
チ
ー
ム
メ
イ
ト
、
沢
山
の
人
達

の
お
か
げ
で
す
。本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ

か
ら
は
私

も
競
技
を

支
え
る
側

と
し
て
関

わ
っ
て
い

き
た
い
と

思
っ
て
い

ま
す
。

県
駅
伝
を
振
り
返
っ
て

県
駅
伝
を
振
り
返
っ
て

山
崎
　
瑛
里
菜
（
高
73
回
）

男子第72回・女子第37回近畿高等学校駅伝
競走大会
　令和３年11月28日
〈男子〉
　総合34位　2時間20分17秒
　　德田・奥井・杖谷・山内・瀧本・多田・打越
〈女子〉
　総合14位　1時間14分54秒
　　田中・鈴木・山口・松村・山崎

野球部
第103回全国高等学校野球選手権兵庫大会
　２回戦　津名  ３−５  淡路三原
令和３年度秋季兵庫県高等学校野球大会
　１回戦　津名  ６−５  東播工業
　２回戦　津名  ４−５  三田松聖

サッカー部
令和３年度兵庫県高等学校総合体育大会
　５月５日（水）　津名 ０－４ 須磨翔風　
令和３年度兵庫県高等学校サッカー選手
権大会予選ラウンド
　９月４日（土）　津名 ０－３ 西宮南　　

男子ソフトテニス部
令和３年度兵庫県高等学校総合体育大会
ソフトテニス中央選手権大会� 男子個人戦
　令和３年５月30日（日）
　　１回戦
� 武田・弦牧 ０－４ 内田・末野（市川）
令和３年度兵庫県高等学校総合体育大会
ソフトテニス中央選手権大会� 男子団体戦
　令和３年６月５日（土）・８日（火）
　　１回戦　　津名  ３－０  尼崎西
　　２回戦　　津名  ３－０  東播磨
　　３回戦　　津名  ０－２  琴丘
　近畿大会出場枠決定戦
　　津名  ０－２  尼崎稲園� ベスト16
令和３年度兵庫県高等学校ソフトテニス
新人中央大会　男子個人戦
　令和３年10月31日（日）
　　１回戦
� 竹田・弦牧  ３－４  栗岡・栗山（龍野）
� 髙谷・今井  ４－２  石橋・岡崎（尼崎小田）
　　２回戦
� 髙谷・今井  ０－４  須澤・武田（神戸星城）
令和３年度兵庫県高等学校ソフトテニス
新人中央大会　男子団体戦
　令和３年11月５日（金）・６日（土）
　　１回戦　　津名  ３－０  仁川学院
　　２回戦　　津名  ２－０  西宮南
　　３回戦　　津名  ２－０  姫路東
　　４回戦　　津名  １－２  神戸星城
　　ベスト８

男子バスケットボール部
令和３年度全国高等学校バスケットボール
選手権大会兵庫県予選
　令和３年10月23・24日
　　津名　58－64　相生産

　11月５日（金）・６日（土）・７日（日）
　個人戦　男子　葊田匠翔
　　　　　　　　対　姫路工　　負け
　　　　　女子　坂本奈美佳
　　　　　　　　対　尼崎稲園　勝ち
　　　　　　　　対　龍野北　　負け
　団体戦　男子　対　兵庫工　　負け
　　　　　女子　対　明石清水　負け

柔道部
第65回兵庫県高等学校総合体育大会柔道競技
　６月２日（水）〜４日（金）
［女子団体］
　１回戦	 津名  １－２  赤穂
［男子個人］岩見大翔　１回戦敗退
　　　　　　山田楓稀　１回戦敗退
［女子個人］柿原彩華　３回戦敗退
� （ベスト８）
　　　　　　山本真綾　１回戦敗退
　　　　　　本村すず　１回戦敗退

卓球部
第65回兵庫県高等学校総合体育大会
　令和３年６月４日（金）・５日（土）
　【男子シングルス】
　１回戦
　　田中（津名） ３−０ 胡（須磨学園）
　２回戦
　　田中（津名） ０−３ 吉田（滝川）
　【男子ダブルス】 
　１回戦
　　田中・家長（津名） ０−３ 沖本・片山（三田）
　【男子団体】１回戦〈負け〉
　【女子団体】１回戦〈負け〉
第63回兵庫県高等学校新人卓球競技大会
　令和３年11月２日（火）
　【男子ダブルス】
　　中濵・藤井ペア	 １回戦〈勝ち〉
	 ２回戦〈負け〉
　【女子ダブルス】
　　山西・北田ペア	 １回戦〈負け〉
　【男子団体】１回戦〈負け〉
　【女子団体】１回戦〈負け〉

文　化　部
生物・化学部
第45回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学
部門発表会（第13回）� 出展
　2021年11月７日（日）
　化学部：「象の歯磨き粉」に関する研究
　生物部：多賀の浜の植生調査報告

美術部
第45回兵庫県高等学校総合文化祭
美術・工芸部門展
　11月11日〜14日
　デザイン・イラスト部門
� 「彼岸の花」　２年  佐奈喜一希

女子バスケットボール部
第65回兵庫県高等学校総合体育大会  令和
３年度兵庫県高等学校バスケットボール大会
　令和３年５月15・22・23日
　　１回戦　津名	154 －	 11	 神戸高専
　　２回戦　津名	 93 －	 38	 赤穂
　　３回戦　津名	 47 －	 93	 姫路南
令和３年度全国高等学校バスケットボール
選手権大会兵庫県予選
　令和３年10月23・24日
　　１回戦　津名	 71 －	 49	 八鹿
　　２回戦　津名	 74 －	 67	 須磨翔風
　　３回戦　津名	 44 －	120	 市尼崎
　　ベスト16

男子バレーボール部
第66回兵庫県バレーボール高等学校男子
女子新人大会
　令和３年３月29日（月）
　　２回戦　津名  １−２  高砂
第65回兵庫県高等学校総合体育大会バレー
ボール競技
　令和３年５月８日（土）・６月５日（土）
　　１回戦　津名  ２－０  佐用
　　２回戦　津名  ２－１  伊川谷北
　　３回戦　津名  ０－２  川西緑台
第74回全日本バレーボール高等学校選手
権大会（春の高校バレー）兵庫県予選大会
　令和３年11月６日（土）・７日（日）
　　２回戦　津名  ２－０  洲本実
　　３回戦　津名  ０－２  須磨友が丘

女子バレーボール部
第66回兵庫県バレーボール高等学校男子
女子新人大会
　令和３年３月29日（月）・30日（火）
　　２回戦　津名  ２－０  神戸鈴蘭台
　　３回戦　津名  ０－２  常盤
第65回兵庫県高等学校総合体育大会バレー
ボール競技
　令和３年５月８日（土）・６月５日（土）
　　２回戦　津名  ２－０  県尼崎
　　３回戦　津名  ２－０  洲本実業
　　４回戦　津名  ０－２  洲本
第74回全日本バレーボール高等学校選手
権大会（春の高校バレー）兵庫県予選大会
　令和３年11月６日（土）
　　１回戦　津名  ０－２  三田松聖

剣道部
第65回兵庫県高等学校総合体育大会 第69回
兵庫県高等学校剣道大会 第68回全国高等学
校剣道大会兵庫県予選剣道大会 第59回近畿
高等学校剣道大会兵庫県予選剣道大会
　６月４日（金）・５日（土）・６日（日）
　団体戦　女子　対　市伊丹　　負け
　　　　　男子　対　西宮東　　負け
　個人戦　女子　柏木　彩
　　　　　　　　対　仁川　　負け
第68回兵庫県高等学校新人剣道大会 兼 
第32回高砂市長杯争奪高等学校剣道大会

吹奏楽部
8/10	 第68回兵庫県吹奏楽コンクール
	 高校Ｓ部門　銀賞
11/8	 第45回兵庫県高等学校総合文化祭
	 吹奏楽部門演奏会
	 「ホープタウンの休日」
	 （ライニキー作曲）
	 ※�津名高校、淡路高校、洲本実業高

校、淡路三原高校の4校合同バンド

ギター・マンドリン部
7/29	 �第51回全日本高等学校ギター・マン

ドリン音楽コンクール
	 　優秀賞
11/23	�第44回兵庫県高等学校ギター・マン

ドリンフェスティバル
	 「独創的序曲『国境なし』」
	 （マネンテ作曲）
	 ※連盟奨励賞受賞、全国大会推薦

メディア部
兵庫県高等学校写真連盟� 第29回春季写真
コンテスト　決勝
　特別賞（ネイチャー賞）
　　　「樹齢600年の大くすの木」
� ３年  寺本　想良

書道部
10月  第45回兵庫県高等学校総合文化祭
開会行事  書道部門映像出演（パフォーマン
ス映像）
11月  第45回兵庫県高等学校総合文化祭
書道展（兼）第67回兵庫県高等学校書道展
　テーマ作品優秀賞　１年　矢野明日香
　　　　　　　特選　２年　佐藤　優音
　　　　　　　入選　２年　柏木　陽菜
　　　　　　　　　　２年　田中　優望
　　　　　　　　　　２年　中野　七香
令和３年度全国公式書写検定
　文部科学大臣賞受賞　　　矢野明日香

放送部
第68回NHK杯全国高校放送コンテスト
兵庫県大会
　令和３年６月19日（土）・20日（日）
　　創作ラジオドラマ部門
　　　　優良賞　「爛漫」
　　テレビドキュメント部門
　　　　奨励賞　「面向不背」



国立大学 73回生 72回生
大学名 合格 進学 合格 進学
筑波大学 1 1
大阪大学 3 3 2 2
京都教育大学 2 2
滋賀大学 1 1
徳島大学 4 4 3 3
岡山大学 1 1
鳥取大学 1 1
鹿児島大学 1 1
兵庫教育大学 1 1 1 1
大阪教育大学 2 2
広島大学 1 1
山口大学 2 2
高知大学 2 2
香川大学 1 1
愛媛大学 1 1
九州工業大学 1 1

国立大学合計 15 15 16 16

公立大学 73回生 72回生
大学名 合格 進学 合格 進学
兵庫県立大学 4 4 5 4
尾道市立大学 2 2 1 0
県立広島大学 2 2
新見公立大学 1 1 1 1
北九州市立大学 1 1
大阪市立大学 3 3
京都府立大学 1 1
神戸市外国語大学 1 1
広島市立大学 1 1
福山市立大学 1 1
愛媛県立医療技術大学 1 1
高知工科大学 1 1

公立大学合計 10 10 16 14
国公立大学合計 25 25 32 30

私立大学 73回生 72回生
大学名 合格 進学 合格 進学
東海大学 3 2
聖泉大学 1 0
国際武道大学 1 1
中京大学 2 1
鈴鹿医療科学大学 1 1
畿央大学 2 0
京都文教大学 3 0 1 1
同志社大学 2 0 4 0
立命館大学 1 0 4 1
龍谷大学 6 0 9 1
京都産業大学 1 1 6 3
京都女子大学 1 1 2 0

私立大学 73回生 72回生
大学名 合格 進学 合格 進学
京都先端科学大学 2 2
摂南大学 2 1
大阪学院大学 1 0
大阪経済大学 1 1 2 1
大阪産業大学 1 1 2 1
大阪成蹊大学 1 1
大阪体育大学 1 1 2 2
四天王寺大学 1 1 7 2
大和大学 5 5 1 1
近畿大学 18 1 7 1
関西大学 1 1 8 1
関西学院大学 5 2 9 3
甲南大学 21 9 7 4
姫路獨協大学 3 2
武庫川女子大学 6 3 3 2
甲南女子大学 4 4 3 2
神戸学院大学 11 4 7 6
神戸女子大学 13 4 9 7
神戸常盤大学 8 6 5 4
関西看護医療大学 4 4 3 3
神戸松蔭女子学院大学 1 1 2 2
神戸親和女子大学 1 1 2 2
兵庫医科大学 1 1
兵庫大学 2 1 1 0
流通科学大学 2 1 3 2
徳島文理大学 1 1
岡山理科大学 4 1
川崎医療福祉大学 1 1
日本大学 1 1
中央大学 2 1
東海大学 1 0
東京工科大学 1 1
桃山学院大学 1 1
花園大学 1 1
京都外国語大学 2 0
関西国際大学 3 2
関西福祉大学 1 1
佛教大学 1 1
大阪大谷大学 1 1
大阪音楽大学 1 1
大阪工業大学 4 0
大阪電子通信大学 1 0
関西外国語大学 2 1
神戸芸術工科大学 1 1
宝塚医療大学 1 1
姫路大学 1 0

私立大学合計 146 68 135 66

短期大学 73回生 72回生
短大名 合格 進学 合格 進学
神戸女子大学短期大学部 2 2 2 2
頌栄短期大学 2 2
園田学園女子大学短期大学部 1 1
武庫川女子大学短期大学部 1 1 1 1
自由が丘産能短期大学通信教育課程 2 2
大阪芸術大学短期大学部 1 1
大阪成蹊短期大学 1 1
白鳳短期大学 1 1

短大合計 8 8 6 6

専門学校 73回生 72回生
学校名 合格 進学 合格 進学
明石医療センター付属看護専門学校 1 1
大阪ハイテクノロジー専門学校 2 2 1 1
大阪労災看護専門学校 2 2 1 1
関西総合リハビリテーション専門学校 5 5 3 3
関西労災看護専門学校 2 2 3 2
京都文化医療専門学校 1 1
神戸総合医療専門学校 1 1 3 3
平成淡路看護専門学校 1 1 4 4
神戸看護専門学校 2 2
神戸中央病院付属看護専門学校 1 1
西宮市医師会看護専門学校 1 1
横浜労災看護専門学校 1 1
兵庫県立総合衛生学院 1 1
ESPエンタテインメント大阪専門学校 1 1
YIC京都ビューティー専門学校 1 1
穴吹ビューティーカレッジ 1 1
大阪アミューズメントメディア専門学校 2 2 1 1
大原学園 4 4 1 1
京都建築大学校 1 1
高津理容美容専門学校 2 2
神戸電子専門学校 9 9 8 8
神戸動植物環境専門学校 1 1 1 1
神戸ブレーメン動物専門学校 1 1
神戸理容専門学校 4 4
トヨタ神戸自動車大学校 3 3
兵庫県立農業大学校 1 1
大阪ウェディング＆ブライダル専門学校 1 1
大阪テーマパーク・ダンス専門学校 1 1
大原簿記専門学校神戸校 1 1
神戸・甲陽音楽・ダンス専門学校 1 1
神戸製菓専門学校 1 1
神戸ベルェベル美容専門学校 3 3
神戸元町医療秘書専門学校 1 1
神戸元町こども専門学校 1 1

専門学校合計 46 46 42 41

就職（民間） 73回生 72回生
会社名 合格 就職 合格 就職
あわじ島農業協同組合 1 1
株式会社関海事工業所 1 1
川崎重工業株式会社 1 1 1 1
日本郵便株式会社 1 1 1 1
ミツテック株式会社 1 1
株式会社森長組 1 1
ムネ製薬株式会社 1 1
株式会社神戸製鋼所　加古川製鉄所 1 1
日本製鉄株式会社  関西製鉄所  尼崎地区 1 1
日本通運株式会社　神戸支店 1 1

民間就職合計 5 5 7 7

就職（公務員） 73回生 72回生
公務員種 合格 就職 合格 就職
淡路市役所 1 1 1 1
徳島県警察 1 1
自衛隊 1 1

公務員合計 1 1 3 3
民間公務員合計 6 6 10 10
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進 路 状 況　過去10年間の最終進路先の比較

72・73回生進路結果

国公立
大学

私立
大学

短期
大学

専修
各種学校

進学準備
など

公務員
・民間

その他
進学 合　計

平成24年度（64回生） 33 57 26 60 1 21 0 198

平成25年度（65回生） 33 88 14 42 8 15 0 200

平成26年度（66回生） 31 72 10 54 4 22 0 193

平成27年度（67回生） 33 74 15 49 7 20 0 198

平成28年度（68回生） 36 81 15 78 6 13 0 229

平成29年度（69回生） 36 78 16 40 6 23 0 199

平成30年度（70回生） 28 78 18 44 2 20 0 190

令和元年度（71回生） 27 90 9 47 3 19 1 196

令和２年度（72回生） 30 66 6 41 2 10 0 155

令和３年度（73回生） 25 68 8 46 3 6 0 156
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令和２・３年度　一般会計報告

令和４・５年度　一般会計予算案

自　令和２年４月１日
至　令和４年３月31日

自　令和２年４月１日
至　令和４年３月31日

令和２・３年度　クラブ後援会　会計報告
１　クラブ後援会繰越金総額　　　2,872,246 円
２　令和２・３年度クラブ後援会会計報告

（１） 収　　入 支　　出
科　目 金　額 科　目 金　額

H30,R1年度繰越金 2,872,246 部 活 動 激 励 金 369,770
会 費（ 1 9 8 名 ） 635,879 渉 外 費 0
預 金 利 息 47 R4,5年度繰越金 3,138,402

合　計 3,508,172 合　計 3,508,172

　    （２）クラブ後援会令和４・５年度繰越金総額　3,138,402 円
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自　令和２年４月１日
至　令和４年３月31日

令和２・３年度　会 務 報 告
収入の部 単位：円

科　目 予算額 収入額 増　減 摘　要
H30,R1年度繰越金 5,161,859 5,161,859 0

入 会 金 1,590,000 1,549,000 −41,000
Ｒ2年度入学生　￥480,000（160名）
Ｒ2年度卒業生　￥310,000（155名）
Ｒ3年度入学生　￥447,000（149名）
Ｒ3年度卒業生　￥312,000（156名）

名 簿 売 上 金 0 0 0  
会 　 費 930,000 953,819 23,819 306名分 （１口 ￥3,000）

雑 収 入 1,000 1,779,571 1,778,571
名簿還元金  ￥1,652,374
寄付３件  ￥127,100（泉様・砂田様・
18回生一同様）　　利息  ￥97

合　計 7,682,859 9,444,249 1,761,390
※マイナスは予算額に対して減額したもの

支出の部 単位：円
科　目 予算額 支出額 増　減 摘　要

通 信 事 務 費 50,000 34,718 15,282 郵送料・振込手数料
渉 外 費 10,000 0 10,000
総 会 費 10,000 0 10,000
会 議 費 100,000 1,886 98,114
慶 弔 費 250,000 251,827 −1,827
卒業記念品費 250,000 193,440 56,560 卒業ホルダー（卒業生減による）
研 修 費 50,000 0 50,000
会 報 発 行 費 0 0 0
支 部 助 成 費 900,000 601,297 298,703 東京・阪神支部
部活動奨励費 1,000,000 200,000 800,000 全国大会、近畿大会出場
Ｈ Ｐ 管 理 費 120,000 102,960 17,040 サーバー維持、サイト更新等
人 件 費 240,000 0 240,000

母 校 支 援 費 0 513,140 −513,140 学校パンフ・入会金返金・体育祭景品
横断幕・食堂支援雑貨など

予 備 費 4,702,859 0 4,702,859
合　計 7,682,859 1,899,268 5,783,591

※マイナスは支出額が予算に対して多かったもの

自　令和４年４月１日
至　令和６年３月31日

１　総会
　　①日時：令和４年８月27日（土）
　　　　　　16：00～　総会
　　　　　　　　　　　  （現時点では、実施の方向）
　　　　　　18：00～　たそがれコンサート見学
　　　　　　　　　　　  （現時点では、実施の方向）
　　②場所：津名ハイツ　TEL 0799−62−1561
　　＊たそがれコンサートについては、津名高校中庭
２　研修事業の実施
３　会報発行
　　発行：今年度については、７月発行予定
４　同窓会費・クラブ後援会費徴収
　　①会費：3,000円（2年に1回、会報発行の年）
　　②クラブ後援会費：（一口　3,000円）
５　クラブ活動助成
６　各支部活動の充実と活性化

令和４・５年度　事業計画案

令和４・５年度　新本部役員（案）

自　令和４年４月１日
至　令和６年３月31日

会計監査の結果、令和４年３月31日現在の諸帳簿ならびに証拠書類、通帳などは適正に処理されて
いることを確認しました。

令和４年５月16日　　　　　　　　　　会計監査委員　　髙田　貴代志　　久住　節子
※印鑑については原本押印済み

収入の部 単位：円
科　目 予算額 R2,3年度予算額 増　減 摘　要

R2,3年度繰越金 7,544,981 5,161,859 2,383,122

入 会 金 1,512,000 1,590,000 −78,000
R4年度入学生　￥426,000（142名）
R4年度卒業生　￥310,000（155名）
R5年度入学生　￥480,000（160名）
R5年度卒業生　￥296,000（148名）

名 簿 売 上 金 0 0 0 １冊4,000円（直接購入分） 
会 　 費 930,000 930,000 0 310名分（１口 3,000円）
雑 収 入 1,000 1,000 0 預金利息他

合　計 9,987,981 7,682,859 2,305,122
※マイナスは令和２・３年度予算額に対して減額したもの

支出の部 単位：円
科　目 予算額 R2,3予算額 増　減 摘　要

通 信 事 務 費 50,000 50,000 0
渉 外 費 10,000 10,000 　　0
総 会 費 10,000 10,000 0
会 議 費 100,000 100,000 0
慶 弔 費 250,000 250,000 0
卒業記念品費 250,000 250,000 0 卒業ホルダー
研 修 費 50,000 50,000 0
会 報 発 行 費 2,000,000 0 2,000,000 会報27号発行
支 部 助 成 費 900,000 900,000 0 東京・阪神・津名支部他
部活動奨励費 1,000,000 1,000,000 0
H P 管 理 費 120,000 120,000 0 サーバー維持、サイト更新等
人 件 費 480,000 240,000 240,000

母 校 支 援 費 600,000 513,140 86,860 学校パンフ・入会金返金・体育祭景品
横断幕・食堂支援雑貨など

予 備 費 4,167,981 4,189,719 −21,738
合　計 9,987,981 7,682,859 2,305,122

※マイナスは令和２・３年度予算額に対し減額したもの

収入総額 9,444,249 円　　支出総額 1,899,268 円　　差引残高 7,544,981 円

・財産目録	 淡路信用金庫志筑支店　普通預金　口座名義人　津名高同窓会会長　髙島玲子
	 通帳残高　7,544,981円

・財産目録	 淡路信用金庫志筑支店　普通預金　口座名義人　津名高クラブ後援会　髙野晏生
	 通帳残高　3,138,402円

令和２年
４月23日（木） ５月13日（水） ７月 15日（水）
９月23日（水） 11月18日（水）

令和３年
１月13日（水） ３月25日（木） ５月 26日（水）
７月21日（水） ９月23日（木） 11月 24日（水）

令和４年
１月26日（水） ３月23日（水）

ホームページ委員会

役職名 氏　名 卒  回
顧　問 　仲山　惠博 校長
〃 　岩崎　敦美 女５
〃 　三津　啓祐 高３
〃 　菅　　一久 高４
〃 　川端　敦子 高４
〃 　藪田　好一 高５
〃 　宮岡　郁雄 高７
〃 　井上　善人 高10
〃 　岩井　吉人 高12
〃 ※大谷　哲司 高10
〃 ※髙島　玲子 高16
〃 ※魚井　和彦 高33
相談役 　門　　康彦 高15
会　長 ※津田　　豊 高25

副会長・HP委員長 　木長　義昌 高16
副会長・阪神支部長 　東田　雅俊 高16
副会長・津名支部長 ※土井　章光 高19
副会長・津名副支部長 　長尾　順子 高19
副会長・東京支部長 　清水　啓司 高22
副会長・特命担当 　宮本　　肇 高24
副会長・特命担当 　五条　正仁 高25
副会長・クラブ後援会長 ※松下　利明 高25
副会長・東淡支部長 　土井　一平 高28
副会長・一宮副支部長 ※真嶋加由理 高30
副会長・一宮支部長 　三津　久直 高32
副会長・北淡支部長 　片平　吉昭 高37
副会長・HP副委員長 ※柏木　敏孝 高42

職域支部長 ※新開　正敏 高35
書　記 　脇　　素子 高27

（書　記） 　（髙嶋　誉志） 高33
（　〃　） 　（望月　亮佑） 高60
会　計 ※不動千賀子 高27

（会　計） 　（今若　克哉） 高35
（　〃　） 　（向原　正人） 高46
会計監査 　髙田貴代志 高15
　〃　 ※濵田　厚美 高32

（校内事務局） （※小山　美香） 高45

＊コロナ禍により各種委員会開催は、できませんでした。

※印は新役員、（　）は校内役員



津名高校同窓会会報令和４年７月21日 第27号 （12）

　前回の会報の発行は、令和２年（2020年）１月
でした。100周年を前にしての特集号でした。し
かし、その直後からコロナウィルス感染症が拡大

し、計画していた100周年記念式典・記念行事・記念
事業など大きく変更を余儀なくされましたが無事
10月11日実施することができました。
　今回の会報は、100周年関連の報告が掲載されて
います。同窓生の皆様のご協力に厚く感謝いたし
ます。

　今回の表紙「津名高校　同窓会会報」の題字は、
現２年生矢野明日香さんの作品です。（矢野さんに
ついては、本編に詳しく紹介があります。）
　本人は、「私は、書くことが好きで同窓会報の題
字の依頼をいただいたときは、本当にうれしかっ
た。」と言っていました。
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濵田　厚美 養護教諭 17年 退職
宮尾　文明 主幹教諭 11年 淡路三原高校へ
高岸　弘美 教　　諭 10年 あわじ特別支援学校へ
長谷田貴士 教　　諭 ６年 淡路三原高校へ
芦田　真隆 教　　諭 ４年 氷上高校へ
久米　史織 教　　諭 ５年 神崎高校へ
立川　広大 臨時講師 １年 淡路三原高校へ
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今若　克哉 教　　諭 淡路三原高校から
片山　裕翔 教　　諭 本校時間講師
向原　正人 教　　諭 淡路三原高校から
横山　初音 教　　諭 神戸鈴蘭台高校から
長谷　佳織 養護教諭 三原中学校から　新採用
地行　芳輝 臨時講師 淡路三原高校から
田村佳奈子 臨時講師 淡路三原高校から
榎本小百合 校 務 員 洲本高校から

離
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魚井　和彦 校　　長 ３年 加古川西高校へ
小谷加津子 主幹教諭 26年 本校時間講師
毛笠　雅之 教　　諭 12年 本校再任用
真鍋　伊作 教　　諭 ９年 洲本高校へ
佐田　貴子 教　　諭 15年 淡路高校へ
戸田　真史 教　　諭 ４年 太子高校へ
玉久保敦也 教　　諭 ６年 神戸大学付属中等教育学校へ
川東　丈純 事 務 長 ２年 小野高校へ

近藤眞由美 主　　査 ５年 洲本高校へ

赤穂　大輔 臨時講師 １年 多可高校へ

田淵　房枝 臨時講師 １年 本校時間講師
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仲山　惠博 校　　長 神戸高塚高校から
内匠　靖彦 事 務 長 神戸商業高校から
奥田　十貴 教　　諭 相生産業高校から
小柴　貴嗣 教　　諭 新卒　新採用
柴峠　宏明 教　　諭 洲本高校から
中村　貴胤 教　　諭 洲本高校から
福井　正海 教　　諭 新卒　新採用
堀　　雅子 教　　諭 淡路三原高校から
立川　広大 臨時講師 新卒
上　　慎二 主　　査 洲本高校から

　五才の時から祖母の指導のもと「うまく書けたらうれしい。もっとうまく
なりたい」の気持ちが励みとなり、コンクールなどで入賞するように。
　津名高では書道部へ入部、苦手とする部門や課題には工夫と努力の練習を
積み重ねた結果が全国七千人の頂点に立て、「努力は必ず報われる」と喜びも
ひとしおだったとか。
　「本当に書道が大好き。次は高校総文の全国大会で賞を取りたい」と新たな
目標を掲げ、「いつも支えてくれる家族、先生や友達に感謝したい」と決意を
新たにしている。
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 書道部２年生
　矢野明日香さん（75回生）

令和三年度全国公式書写検定（高等学校の部）での快挙！
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同窓会事務局長
髙嶋　誉志

令和 令和 4 4 年 年 88 月 月2727 日日（土）（土）
16：00 ～ 　総会16：00 ～ 　総会
18：00 ～ 　たそがれコンサート見学18：00 ～ 　たそがれコンサート見学
� （津名高校  中庭）　　� （津名高校  中庭）　　

津名ハイツ  津名ハイツ    TEL  0799TEL  0799−−6262−−15611561

総会のご案総会のご案内内

日  時

場  所

編 集 後 記

※参加ご希望の方は８月10日（水）までに津名高校同
窓会事務局までご連絡をお願いします。または、同
窓会HPでも受付けております。

　津名高等学校  0799−62−0071（髙嶋）� 同窓会HP▶

（会費なし）（会費なし）

文部科学大臣賞受賞文部科学大臣賞受賞！！！！


